
 
プログラム開発事業 

海の冒険シリーズ① キッズ海のたんけんたい 
１．参加者 

募集人数 応募者数 参加決定数 参加者数 

２４ ４９ ２４ 

２２（福井県７，滋賀県３，京都府３，石川県２，

愛知県２，奈良県２，大阪府１，兵庫県１，千葉県

１）体調不良による欠席２ 

 

２．事業内容（概要） 
◆ねらい 

 ・小学校低学年の児童に海での自然体験や生活の場を提供して集団生活を行うことで、人間

関係能力の育成と自主自立の精神を養う。 

 ・スノーケリングを中心とした海での活動を通して、新しい発見をし、海に対する興味関心

を高める。 

 

◆期日・期間 

２０１１年７月２３日（土）～ ２０１１年７月２５日（月）  ２泊３日 

 

◆後援・協力団体 

 福井・岐阜・愛知・滋賀・京都 各府県教育委員会 

 

◆参加者分析 

 ・地元福井県を始め、中部圏、関西圏、関東と広範囲から４９名の応募があった。 

 ・事業の内容、スタッフの人員配置を考慮し，学年、男女別の抽選を行い参加者を決定した。  

 

◆企画のポイント 
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プログラム開発事業 

・抵抗なく海に親しめるように、段階を追って活動を設定した。初日は浜歩き、波遊びを導入

アクティビティとし、また、３日間の活動海域のイメージを持たせるためにカッタークルーズ

を行い安全面からカッターを動力船で横抱きにして実施した。スノーケリングを使う活動を２

日目以降に取り入れた。 

・荒天時プログラムとして、海に関するクラフトや学習活動を設定した。（全日晴天に恵まれた

ことで実施はなかった。） 

・プログラムの時間配分に配慮し、ゆとりを持って活動に当たれるようにした。 

 

 

◆運営のポイント 

・学年毎、男女比を考慮して班を構成し、グループ内での教え合いやリーダー性の発揮など

学びの場が持てるようにした。 

・子どもたちに自立、人間関係能力の育成、規律の確立を目標とし、「たんけんたいのおきて」

を示すとともにリーダーや職員の関わりについては十分に配慮をしていくこととした。 

・スノーケリングの比重を減らし、各種の海での活動を実験的に取り入れプログラムを構成

した。 

 

◆安全管理のポイント 

・学生リーダーには海での活動ついて予知される危険なことについての事前指導を行いなが

ら、２人の班付きリーダーを付けて、安全管理を行った。 

・班付きリーダーとは別に、全体を見渡すことのできる安全管理の担当をおいた。 

・熱中症対策を心がけ、水分補給が常に行えるよう準備し、いつでも対応ができるようにし

た。 

 ・低学年ということもあり、健康チェックについては朝夕必ず行うようにして、異常のある

児童については、看護師にチェックしてもらうようにした。 

 

 

３．アンケート結果 
（１）アンケート 

参加者 ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか ９１％ ９％ ０％ ０％ 

この事業のプログラムはどうでしたか ９５％ ５％ ０％ ０％ 

この事業の運営はどうでしたか ６０％ ３５％ ５％ ０％ 
                                   ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 
（２）参加者の声 

・このキッズうみのたんけんたいは海でいろんな生き物もいてりょうりもできてすごいなぁ

と思いました。 

・ともだちができてよかった   

・楽しかったのでまたやりたいです。    

・思ったより楽しくて海もきれいだった。    

 

 

４．成果と課題 
（１）成果 

・海辺活動ではスノーケリング以外の活動要素を実験的に組み入れた。ロープジャンプ、

飛び込み、横抱きカッターにてのミニクルーズ、磯釣りのいずれも好評であり、次年度

以降のプログラム作成でも「海のたんけん」をキーにした取り組みにつなげたい。 

・ストーリー性を持たせるために、段階を追って「アイテム」を渡していくことで活動場

所や活動内容が広がっていくという RPG で用いられる手法を取り入れたが、子どもにと

っても受け入れられやすいもので効果があった。 



 
プログラム開発事業 

・人間関係ができてくることで、興味あるものをどんどん見つけ、友達やリーダーに話す

ことができた。3 日間のプログラムの中で、１２月実施の同窓会への参加を楽しみにす

るような人間関係の構築がはかれたように見受けられた。 

・どのグループも異年齢集団での活動としたが、教えたり習ったりする中でお互いが満足

の行く活動ができた。 

 ・小学生低学年の段階で海への関心を深めることができた。特に海から遠い所に住む子ど

もには特に効果があった。 

（２）課題 

・「少し時間に追われたこともあり、スタッフが手を出す場面が多かったので子供の動きを

待てるようなプログラム設定が必要であった」との昨年度の反省を元に、できるだけ時

間配分にゆとりを持たせるように心がけたが、食事にかける時間が長すぎて後の予定が

詰まるなど、本年度も課題を残した。 

 

 

５．活動の様子 
 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

海をかんじる（１日目）           なみあそび（１日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海にこぎだす(１日目)              就寝準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つり大会(２日目)            海の中たんけん(３日目) 


